
若年技能者人材育成支援等事業の拡充（平成２６年度） 平成26年度要求額35（34）億円

○ 若者のものづくり、技能離れ等の実態を踏まえ、技能尊重機運の醸成、産業活動の基礎となる技能者の育成を図るため、
「ものづくりマイスター」の開拓・認定、活用（技能競技大会の課題を用いた実技指導等）による技能継承、その他地域関係者
の創意工夫による技能振興の取組を推進するため、「若年技能者人材育成支援等事業」を実施（平成２５年度～）。
○ 平成２６年度は、学生生徒、若者にものづくり産業の魅力を発信し、技能分野への誘導を図る観点から、事業を拡充。
（愛称；「目指せマイスター」プロジェクト（仮称））

〈ものづくりマイスターの認定〉

〈「ものづくりマイスター」の活用〉
○「ものづくりマイスター」の効果的な活用に資
する資料の作成 等

〈地域の取組に対する支援の実施〉
○技能士の資質向上に資する教材の開発 等

〈「ものづくりマイスター」の開拓〉
〈「ものづくりマイスター」の活用〉
○若年技能者に対する「ものづくりマイスター」による実技指導の実施 等

○地域の教育機関関係者・学生等に対する「ものづくりの魅力」の発信＜拡充＞
・学校の授業等への「ものづくりマイスター」の講師派遣
・学生生徒等を対象とした訓練施設等見学会の開催（「ものづくりマイスター」による実演・講義等）
・学校の教師を対象とした『ものづくりの魅力』講座等の開催
・学生生徒を対象とした「ものづくりマイスター」のいる事業所での職場体験実習の実施
・若者を対象とした雇用型訓練、サポステの実習訓練の指導者での「ものづくりマイスター」の活用 等

〈地域関係者の創意工夫による事業実施〉
○地域における技能振興

ex. 「ものづくりマイスター」による『ものづくり体験教室』や『製作実演』 等

都道府県レベル
（民間団体に委託）

〈企業・業界団体、教育訓練機関〉

若者のものづくり業界への誘導・若年技能者の人材育成、
技能尊重機運の醸成 等

連携・協力中 央
（民間団体に委託）

地方公共団体、経済団体、教育機関関係者（追加）等との連携会議の開催

＜具体の事業スキーム＞

※「ものづくりマイスター」の認定条件：①技能士（１級以上）、技能五輪全
国大会等成績優秀者等、②実務経験１５年以上、③技能の継承等の活
動の意思・能力を有する者
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